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「病は気から」という言葉を耳に
します。たしかに、気持ちの持ち
ようで病気が快方に向かう事もあ
ります。 ただし気持ちだけでは
どうにもならない病気の原因の一
つに気分とは違う「気」＝「気
象」との関係もある事をご存知で
したか?  
 
天気が悪いと古傷が痛む、頭痛が
する。台風が近づくと赤ちゃんの
機嫌が悪くなる。胃が痛くなる。
芽吹く季節、台風の季節にメンタ
ルヘルスの不調が増えるとか様々
な言い伝えがありますが、気象の
変化は、私たちのカラダに大きな
ストレスを与えているのです。  
というのも人間の体にかかる空気
の重さはなんと16トン！すごい
圧力を私たちは受けているのです。
ですから気圧が1ヘクトパスカル
上下するだけでその圧力の変動を
私たちは強く受けているわけです。
自分のカラダ、がんばってくれて
いるなあとしみじみ思いますね。 
 
気圧は気温とも関係します。気温
が高くなると空気が軽くなり低気
圧に。低温になれば空気が重くな
り高気圧になります。このように

気温と気圧の変化が常にカラダを
圧迫し、私たちのカラダに変化を
与えているというわけです。例え
ば、日本の梅雨時期にはリュウマ
チ系の病気にかかるリスクが高く
なるという研究もあります。慢性
の関節痛に悩んでいるような患者
さんの場合は、天気が悪くなると
痛みが酷くなるとよく言われます
し、実際のその研究もあります。 
 
こうした気圧の変化による体調不
良には「血管」が影響を受けるた
めだと考えられています。 

気圧が高くなると・・・  
血管が細くなり内臓が縮みます。
それに伴い、血流が悪くなり冷え
やすくなってきます。 秋冬は気
圧が高く、気温、湿度が低くなり
ます。血管が細くなる分、血圧が
上がり手足が冷たくなり 血液が
いきわたりにくくなります。その
ために動脈硬化などがあると血管
が切れやすくなります。 
 
気圧が低くなると・・・  
血管が拡がり内臓が膨らみます。
血管、内臓、筋肉が膨らめば、神
経を圧迫して痛みが出やすくなり

ます。 夏の気圧は継続して低く、
気温、湿度が高くなります。血管
が拡がり血液が流れやすくなる分、
むくみが生じ やすくなります。 
実際、「急性心筋梗塞」や「心不
全」「不整脈」「脳梗塞」などの
病気は季節や気温等の変化で病気
の発症率が異り影響を受けやすい
といわれています。  

日頃から体調の変化が大きいなと
感じる方、また循環器系の疾患は
気圧、気温の変化を意識しておく
とよいでしょう。特に高気圧から
低気圧の変化が生じるような地域
の出張は、予定に無理がないよう
に少し余裕をもたせるとよいです
よ。ちょっとしたことですが突然
の不調を予防することができます。
 
また、気温に対しては、日頃から、
体に感じる温度「差」が大きくな
らないようにするのが適切。暑い
場所と冷たい場所への温度差。
「首」「背中」「ふくらはぎ」「内
臓」を冷やさないように。それだ
けでも気象の変化に影響されにく
いカラダを維持することができま
す。気圧配置を時々意識してみて
くださいね。 
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